
●講義の概要
　研究計画に沿って逐一報告をしてもらう。また議論を重ね
ることで質の高い論文に完成させる。

●講義の到達目標
　修士論文を作成するための個別指導を行う。修士論文のテー
マ設定、必要な参考文献の設定、参考資料の利用方法等、論
文として求められるルールを指導する。また議論を通じて質
の高い論文としてまとめあげることが求められる。

●講義計画
　毎回、研究の進捗状況を報告と成果を提出し、その内容に
ついて議論する。

●成績評価基準と方法
　修士論文の評価に基づき判定する。

●テキスト又は参考文献
　受講者のテーマに応じて適宜指示する。

●受講上の留意点
　修士論文としての構成、結論などが明確になるよう、日常
的に文章表現能力を養ってもらいたい。
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●講義の概要
　受講生それぞれの研究テーマに沿って、報告、議論、論文
修正のサイクルを回していく。

●講義の到達目標
　議論を重ねながら、より良い修士論文を完成させること。

●講義計画
　受講生の研究報告と議論を中心に進める。論理的な論文の
書き方、表現方法、引用注釈のつけ方などの書式ルールにつ
いても指導する。

●成績評価基準と方法
　毎回の研究報告内容とゼミにおける議論への積極的な参加
度合、最終的には修士論文の内容によって判定する。

●テキスト又は参考文献
　適宜紹介・指示する。

●受講上の留意点
　研究報告はしっかり準備して臨んでもらいたい。ゼミで修
正指導を受けたところは、次回までに確実に改善してくるこ
と。
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